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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （百万円） 250,330 249,501 320,401

経常利益 （百万円） 2,085 1,804 2,151

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

（百万円） 1,646 949 1,742

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,614 1,092 3,164

純資産額 （百万円） 20,533 21,872 21,087

総資産額 （百万円） 97,982 102,876 72,656

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

（円） 298.93 171.93 316.37

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 21.0 21.3 29.0

 

回次
第71期

第３四半期
連結会計期間

第72期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 248.36 149.43

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気の回復には、個人消費など一部に足踏みがみられるも

のの、企業収益、雇用・所得環境、生産活動、設備投資は総じて堅調であり、全体として緩やかな回復基調にあ

りました。消費者心理は、日常品を中心に節約志向が依然として続き、回復には足踏みがみられます。

　水産物流通業界におきましては、輸入水産物は調達コストが高止まりする中、国内水産物は一部魚種の不漁な

どもあり厳しい経営環境下にありました。

　このような環境にあって、当社グループは、全体最適のグループ経営のもと、販売力・調達力の強化、顧客起

点志向の追求、地域に対応したソリューションの提供、業務の効率化、諸経費の節減などに注力し積極的な事業

活動を展開してまいりました。

　業績の状況につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は249,501百万円（前年同四半期比99.7％）

となりました。損益面では、売上総利益は18,538百万円（前年同四半期比98.1％）となり、営業利益2,216百万

円（前年同四半期比89.8％）、経常利益1,804百万円（前年同四半期比86.5％）、親会社株主に帰属する四半期

純利益949百万円（前年同四半期比57.7％）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

＜水産物荷受事業＞

　中央卸売市場を核とする集荷販売機能をもつ水産物荷受事業は、一部魚種の不漁はあったものの売上高

157,671百万円（前年同四半期比100.4％）となり、仕入コストの上昇などによる売上総利益率の低下によりセグ

メント利益1,232百万円（前年同四半期比88.1％）となりました。

＜市場外水産物卸売事業＞

　全国各地を網羅する販売拠点を活かした幅広い流通網をもつ市場外水産物卸売事業は、輸入水産物の価格高

騰、特に主力商材である海老の高止まり等により売上高91,748百万円（前年同四半期比98.5％）となり、売上高

の減少によりセグメント利益309百万円（前年同四半期比50.7％）となりました。

＜養殖事業＞

　九州、四国にて、ハマチ、ブリ、マグロの養殖を展開する養殖事業は、堅調な市況が続き売上高6,064百万円

（前年同四半期比100.4％）となり、売上総利益率の上昇によりセグメント利益498百万円（前年同四半期比

210.8％）となりました。

＜食品加工事業＞

　消費地にある食品加工センターにて水産加工、量販店向けにおにぎり等米飯加工などを行う食品加工事業は、

売上高3,735百万円（前年同四半期比88.0％）となり、原材料価格の上昇などによりセグメント損失０百万円

（前年同四半期はセグメント利益10百万円）となりました。

＜物流事業＞

　物流センターにおいて、搬入された水産物等を量販店等の配送先別に仕分け、自社便にて配送を行う物流事業

は、取扱い数量の減少により売上高1,596百万円（前年同四半期比96.4％）、セグメント損失32百万円（前年同

四半期はセグメント損失０百万円）となりました。

＜その他＞

　グループの水産物流通を補完するリース事業等その他は、売上高4,255百万円（前年同四半期比95.4％）、セ

グメント利益122百万円（前年同四半期比94.7％）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて30,220百万円増加し、102,876百

万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加19,597百万円、たな卸資産の増加9,203百万円によ

るものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比べて29,435百万円増加し81,004百万円となりました。主な要因は、支払手形及

び買掛金の増加17,008百万円、借入金の増加12,258百万円によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて784百万円増加し21,872百万円（自己資本比率21.3％）となりました。

主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上949百万円などによる利益剰余金の増加616百万円、その

他有価証券評価差額金の増加105百万円によるものであります。

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,915,900

計 20,915,900

（注）平成29年６月29日開催の第71回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は188,243,100株減少

し、20,915,900株となっております。

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,562,292 5,562,292
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 5,562,292 5,562,292 － －

（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株

式総数は50,060,629株減少し、5,562,292株となっております。

２．平成29年６月29日開催の第71回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更

となっております。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年10月１日
（注）

△50,060,629 5,562,292 － 6,495 － 6,144

（注）平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株式総

数は50,060,629株減少し、5,562,292株となっております。

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

ＯＵＧホールディングス株式会社(E02530)

四半期報告書

 5/15



（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　　　　96,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　　　　55,026,000 55,026 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　　 500,921 － －

発行済株式総数 55,622,921 － －

総株主の議決権 － 55,026 －

（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株

式総数は50,060,629株減少し、5,562,292株となっております。

２．平成29年６月29日開催の第71回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更

となっております。

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ＯＵＧホールディングス㈱
大阪市福島区野田
二丁目13番５号

96,000 － 96,000 0.17

計 － 96,000 － 96,000 0.17

（注）１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の

数１個）あります。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含ま

れております。

２．従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式275,000株（議決権の数275個）については、上記自己株式に含

めておりません。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれ

ております。

３．平成29年６月29日開催の第71回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合で株式併合及び単元株式数を1,000株から100株に変更を行っております。これにより、当第３四半期

連結会計期間末現在の自己株式数は、単元未満株式の取得分と合わせて、9,920株となっております。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から

平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,137 3,830

受取手形及び売掛金 27,524 47,121

商品及び製品 19,575 28,758

仕掛品 0 0

原材料及び貯蔵品 316 336

その他 1,213 1,123

貸倒引当金 △133 △197

流動資産合計 50,634 80,973

固定資産   

有形固定資産 10,790 10,714

無形固定資産 2,836 2,246

投資その他の資産   

投資有価証券 7,348 7,828

その他 1,455 1,451

貸倒引当金 △409 △338

投資その他の資産合計 8,394 8,941

固定資産合計 22,021 21,902

資産合計 72,656 102,876

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,711 34,720

短期借入金 17,370 28,920

1年内返済予定の長期借入金 1,788 807

未払法人税等 465 321

賞与引当金 693 356

その他 3,553 4,513

流動負債合計 41,583 69,639

固定負債   

長期借入金 5,906 7,596

退職給付に係る負債 2,579 2,527

役員退職慰労引当金 124 124

その他 1,374 1,115

固定負債合計 9,985 11,365

負債合計 51,568 81,004

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,495 6,495

資本剰余金 6,090 6,090

利益剰余金 6,690 7,306

自己株式 △88 △63

株主資本合計 19,188 19,829

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,546 2,652

繰延ヘッジ損益 6 △4

土地再評価差額金 △356 △356

退職給付に係る調整累計額 △297 △249

その他の包括利益累計額合計 1,899 2,042

純資産合計 21,087 21,872

負債純資産合計 72,656 102,876
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 250,330 249,501

売上原価 231,438 230,963

売上総利益 18,892 18,538

販売費及び一般管理費 16,422 16,321

営業利益 2,469 2,216

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 123 127

補助金収入 89 58

その他 138 129

営業外収益合計 352 316

営業外費用   

支払利息 174 156

無形固定資産償却費 543 543

その他 19 29

営業外費用合計 736 729

経常利益 2,085 1,804

特別利益   

投資有価証券売却益 176 60

固定資産売却益 31 18

特別利益合計 207 78

特別損失   

固定資産売却損 24 －

特別損失合計 24 －

税金等調整前四半期純利益 2,268 1,882

法人税、住民税及び事業税 736 796

法人税等調整額 △114 137

法人税等合計 622 933

四半期純利益 1,646 949

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,646 949
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 1,646 949

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 862 105

繰延ヘッジ損益 7 △10

退職給付に係る調整額 98 47

その他の包括利益合計 968 142

四半期包括利益 2,614 1,092

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,614 1,092

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（従業員持株ＥＳＯＰ信託に関する会計処理方法）

　当社は、当社グループ従業員に対する当社グループの中長期的な企業価値向上へのインセンティブ付与、福

利厚生の拡充、及び株主としての資本参加による当社グループ従業員の勤労意欲高揚を通じた当社グループの

恒常的な発展を促すことを目的とし、信託型従業員持株インセンティブ・プランとして「従業員持株ＥＳＯＰ

信託」（以下、「ＥＳＯＰ信託」という。）を導入しております。

　ＥＳＯＰ信託に関する会計処理については、総額法を適用しており、ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式は純

資産の部に自己株式として表示しております。

　なお、総額法の適用により計上されている自己株式の帳簿価額は、前連結会計年度末68百万円（37,200

株）、当第３四半期連結会計期間末41百万円（22,500株）、借入金の帳簿価額は、前連結会計年度末26百万

円、当第３四半期連結会計期間末は借入金の計上はありません。

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、信託に残存する当社株式数を算定しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

 －百万円 ㈱松浦養殖 383百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 1,218百万円 1,225百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 333 6.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する配当金３百万円が含まれてお

ります。
 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 333 6.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含まれてお

ります。
 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

売上高           

外部顧客への
売上高

150,089 90,519 4,249 1,626 732 247,216 3,113 250,330 － 250,330

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

6,912 2,646 1,788 2,616 922 14,887 1,347 16,234 △16,234 －

計 157,001 93,166 6,038 4,242 1,655 262,104 4,461 266,565 △16,234 250,330

セグメント利益
又は損失（△）

1,398 610 236 10 △0 2,254 129 2,384 85 2,469

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額85百万円には、セグメント間取引消去1,014百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△928百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

売上高           

外部顧客への
売上高

151,009 88,953 4,109 1,652 721 246,445 3,056 249,501 － 249,501

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

6,662 2,795 1,955 2,082 874 14,370 1,199 15,569 △15,569 －

計 157,671 91,748 6,064 3,735 1,596 260,815 4,255 265,071 △15,569 249,501

セグメント利益
又は損失（△）

1,232 309 498 △0 △32 2,007 122 2,130 86 2,216

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額86百万円には、セグメント間取引消去1,044百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△957百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 298円93銭 171円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
（百万円）

1,646 949

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額（百万円）

1,646 949

普通株式の期中平均株式数（株） 5,506,256 5,523,201

（注）１．普通株式の期中平均株式数について、その計算において控除する自己株式数に、従業員持株ＥＳＯＰ信託

として保有する当社株式を含めております。なお、当該信託として保有する当社株式の期中平均株式数

は、当第３四半期連結累計期間29,611株、前第３四半期連結累計期間47,456株であります。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月８日

ＯＵＧホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　泰生　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 俣野　朋子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＵＧホール

ディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年

10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＵＧホールディングス株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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